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科長　梛野  正人（教授）消化器外科一

消化器外科一では胃、十二指腸、小腸、大腸などの消化管から肝臓、胆道（胆
嚢や胆管）、膵臓などの腫瘍を中心に診療を行っています。

7W・13E

腫瘍を中心とした疾患にベテランスタッフが万全を期す

８年以上の経験をもつ外科医総勢28名で診療にあた
ります。外来は特に専門性を有するスタッフ外科医
10名が週３回、月、水、金に担当しています。入院
の場合は主に２名の外科医が中心となりますが、治
療方針や経過は常に部内で検討されます。

術前診断、手術治療、周術期管理および術後化学療法、再発癌に対する治療を行います。
疾患としては、肝胆膵悪性腫瘍、慢性膵炎、良性胆道疾患（胆石など）、食道腫瘍、胃
腫瘍、大腸・直腸腫瘍、骨盤腫瘍などを取り扱います。

高度進行胆道癌における肝膵同時切除術や血管合併切除を伴う肝切除術、骨盤内臓全摘出
術、開胸開腹食道切除術などの高難度の手術を得意にしています。特に、治療が難しい
肝門部胆管癌の治療成績は国内外を問わず、最も優れています。最近では、腹腔鏡下肝
切除術、腹腔鏡下膵切除術、単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術などの、体に優しい手術も積極
的に行っています。また、ダ・ヴィンチ・サージカルシステムを用いたロボット支援大
腸癌手術も行っています。

2011年の全手術件数は671例で、胆道癌肝切除68例、その他の肝切除37例（うち腹腔鏡下
手術17例）、腹腔鏡下胆嚢摘出術25例（うち単孔式14例）、膵頭十二指腸切除術26例、
膵体尾部切除術12例（うち腹腔鏡下手術４例）、食道癌手術30例、その他の食道疾患手
術５例、胃癌手術48例（うち腹腔鏡下手術９例）、結腸癌手術68例（うち腹腔鏡下手術
32例）、直腸癌手術69例（うち腹腔鏡下手術22例、ロボット支援手術４例、骨盤内臓全
摘出術14例）。肝門部胆管癌の切除数は国内最多。

ダ・ヴィンチ・サージカルシステムを用
いたロボット支援大腸癌手術。胆管癌切
除例に対するゲムシタビン術後補助化学
療法施行群と手術単独群の第III相比較試
験。腸癌肝転移切除例を対象としたTS-1
術後補助化学療法臨床第II相試験。

独自ホームページ
http://www.med.nagoya-u.ac.jp/tumor/
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科長　小寺  泰弘（教授）消化器外科二

消化器外科二では膵がんをはじめ、消化器がん全般にわたり患者の状態に応じ
た外科治療を行っています。

6W・13W

国内外が注目する膵臓手術と内視鏡手術の取り組み

教員11名、医員19名体制で外来および入院診
療を行っています。外来は食道、胃、大腸、
肝胆膵、内視鏡外科それぞれに精通する専門
のスタッフが火、木、金曜日の診療日を担当
しています。入院診療は教員、医員がチーム
を組み、チーム医療を行っています。

食道がん、胃がん、大腸がん、膵がん、肝がん、胆道がんなど消化器がん全般を扱って
います。また、潰瘍性大腸炎、クローン病などの炎症性腸疾患も多く扱っています。内
視鏡手術も積極的に取り入れています。

膵がん手術における門脈カテーテルバイパス法を用いた門脈合併切除は世界でも有数の
症例数を持ち、安全な術式として確立しています。食道、胃、大腸など消化管のがんに
対しては根治性の追求とともに内視鏡手術を積極的に用いることにより低侵襲手術を目
指しています。

切除症例は、食道50例/年、胃70例/年、大腸70例/年、膵80例/年、肝50例/年であり、胃
がん、大腸がんにおいては半数以上の症例を内視鏡手術で行っています。膵切除におい
ては国内有数の症例数を誇っています。

当教室ではCCOG（中部臨床腫瘍研
究機構）という組織を運営してお
り、大学外の関連病院も含めた多施
設において、数十の化学療法臨床研
究を胃癌、大腸癌、膵癌分野で積極
的に行っています。

独自ホームページ
http://www.med.nagoya-u.ac.jp/surgery2/clinical/index.html
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